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モンゴルの民間信仰における女性禁忌への文化人類学的アプローチ
ーホルチン地方におけるオーラル資料を使って-
はじめに
ナランゲレル…
郷仁格日戦米
モンゴルの民間信仰には様々な禁忌が見られる O その中の一つは女性禁忌、つまり女性の参
加が禁じられるもしくは制限が附されて参与が許されることである O
いわゆる女性に対する禁忌は、世界各地で広くゆきわたり、それについての報告は数多く挙
げられるが、ことに北方の熊狩においても非常に有名であり、地方によってははなはだ厳しい。
たとえば北極の西に位置するサミ族では、仕留めた熊をのせた犠をひいたトナカイは、一年間、
女をひいてはならない、という習わじがある O では、何故女性は或る領域への関与が禁じられ
るのか?アルタイ系諸民族におけるこのようなタブーに関しては、ヨーロッパおよびロシアの
学者の研究業績がとりわけ目立つこのなかの代表的な見解を後の先行研究で具体的に述べる
が、これらは主として狩猟における女性の禁忌を論じたものであり、祖先崇拝に関する論述は
見られない。
モンゴルでは、女性禁忌の領域に祖先崇拝以外、シャーマニズムに関連する分野も数えられ
るO 概括すれば、モンゴルの女性禁忌の習俗に関する報告が少なからず散見するが、その理由
を追究する研究は多く見られない。差し当たり、モンゴルにおける女性禁忌の原因に触れたの
は内モンゴルの学者ニマ (Nima)の見解がある O ニマは祖先祭記における女性禁忌の理由が氏
族の秘密を守るためであったと指捕しているが、その他の原因が秘められるており、なお詳細
な検討が必要であると考えられる O さらに、祖先崇拝の領域では、祭詑以外の各側面にも女性
禁忌が存在するが、その表現は未だ全語的にとりあげられていない。祭記だけではなく、祖先
崇拝に関わる各領域における女性禁忌を考察することは、禁忌の真の理由を解明するのに重要
な示唆を与える O
なお、祖先崇拝以外の領域に見受けられる女性禁忌の習慣を検討し、これらの分野と祖先崇
拝との共通性を見出すことは、祖先崇拝における女性禁忌の理由を理解するには有用であるO
したがって、本稿では第一に、祖先崇拝の各側面を中心として、参考のためにその他の領域
における女性禁忌の表現も合わせて考察する O 第二に、女性禁忌の理由についての諸研究を踏
まえ、モンゴルの祖先崇拝に見られる女性禁忌の理由を探ってみる O 第三に、モンゴルの祖先
崇拝における女性禁忌の理由を通して、この側面からモンゴルの祖先崇拝の特徴を検討してみ
たい。
※中国・内蒙古大学外国語学説教授
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資料としては、筆者がおこなった開き取り諒査に基づくとともに、近年出版された地方民俗叢
書3を参照する O なお、開き取り調査は東部内モンゴルのホルチン中旗 (qorCindumdadu qusiyu科
爾泌左翼中旗)でおこなったため、本稿でいう供養はトゥレシ4を指し、分かりやすいよう、以
下はトゥレシ供養と記す。
一.モンゴルの民間信仰における女性禁忌の諸相
モンゴル人のあいだでは女性が一連の厳格な規律のもとにおかれている O 本節では祖先崇拝
の領域ならびに他の分野における女性に関する各種の禁忌を考察し、それらに共通している要
素を見出す。
1 .槌先崇拝における女性禁忌の表現
祖先崇拝に関わるすべての分野、すなわち死者が出た時点から葬るまで、トゥレシ供養およ
び祖先を葬った場所に女性禁忌が認められるO
1 )死体の扱いに見られる女性禁忌
これは死者が患を引き取ってから遺体が葬られるまでの段階を指す。死者が怠を引き取るに
際して、傍に居合わせることはヤス・パリホ5と言われる O このヤス・パ 1)ホはまさに子孫が親の
死に際して、世話をやり、あの世へ見送る、というように受け止められている O だが、ふつう、
これは男性に限られる D 男性は親のヤス・バリホを親孝行であると受け止め、親の側から見て
もヤス・バリホを非常に重視するが、女性はそのように要求されない。反対に、死者が出た際、
女性はむしろ'慎重に行動する O 死者の姿勢を整えるとき女性は参与しない o 屍体を運び出すま
え、住居に安置している問、女性は単独で死者のところへ行かず、死霊に関わらないように注
意を払う O 若い女性はとりわけ気をつける O 住居に停まっている期間の死体の見張りは男性が
おこなうが、女性は関与しない
死体を葬る場所までの運搬としての狭義の葬送は、死体の取り扱いの一段階である O 葬送に
女性は参加せず、もっぱら男性が行つ O 上記の地方民俗叢書によれば、祖先崇拝に関するいく
つかの側面では地域差が鮮明であるが、女性が葬送に参加しない習俗はモンゴル全体にわたっ
て認められ、一様に守られている O 葬制の主流としての土葬と風葬との相違、そしてトゥレシ
供養を営むかいなかにかかわらず、このおきでは共通に保持されている O 大人に限らず、子供
の遺体の処理も男性がおニない、母親も含めて女性は舟行しない8。しかし、彼等はなぜ女性が
行ってはならないのか、という問題にはもはや説明を与えられなくなっている O ただ、昔から
そうであるからと考えられている O
さらに、服喪の期間に男女の区別がなく宴会や狩猟および断髪の禁忌などは同様に守られるに
しかし、喪明け以後は男性に特別に要求する禁忌は存在しないが、これと対照的に、女性には
いつまでも守らねばならないタブーが少なからず見られる O これには服喪および死直後の織れ
の問題のみならず、より深層の原因が潜んで、いると考えられるO
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2 ) トゥレシ供養における女性禁忌の表現
モンゴル人において一般的に、祖霊へのトゥレシ供養は埋葬時以外に、大梅田と清明節との
こIill営む10が、ふつう、いずれにも女性は参加しない。その理由に関しては、女性の供えた供物
は桓霊が受け取る前に悪霊に横取られてしまい、祖霊には届かないため、女性が供養に参加し
ではならない11 そして、盛り土は祖先の住みかであり、女性が盛り土に土をかぶせると、逆に
雨が漏れるような結果をもたらす、という解釈が広まっている O 女性が不浄であるからこのよ
うな結果になるとされている 12 実襟、この観念の根底には女性が不浄であるため劣っていると
いう見方が潜在していることがわかる O 女性が劣っているゆえに、悪霊に横取られたり、雨が
漏れたりする O
ところで、息子がいない時はどうするかといえば、死者の甥がおこなうか娘の婿がトゥレシ
供養を営んだり、盛り土に土を被せたりする O さらに、トゥレシ供養を営み、盛り土の世話を
するような人がいない場合、すなわち息子もいなければ親族のなかに菌倒を見る人もいないと
き、火葬される 130 なぜなら、チベット仏教の影響は別の開題であるが、火葬によって人間はそ
の体とともに魂も滅ぼされてしまう、と考えられているからである O この場合、たとえば狩猟
民の熊に対する取り扱いが参考になる O 火のために骨が破壊されてしまうようなことがあった
ら、再生の見込みはまったくなくなるO それゆえ、通常、狩人は熊を焼くことなどはしないが、
仲間が熊に殺された場合、復欝の手段として採用されることがある。熊のからだのすべて、毛
皮、肉、骨を焼いてしまうのである orこの処置によって、人間はそのからだとともに魂をも滅
ぼしたと考えるのであるJとE.ロット=ファルクが指摘している 140 実際、死者に対するさま
ざまな考えは動物の死霊に関する見方のなかに認められるヘモンゴル人は死者の霊長があの世で
生きつづけると考え、地下に埋めるとき、死者の世界で欠かせない家畜やその他の副葬品を持
たせる O だが、火葬すれば、体も魂も消滅される O
もちろん、モンゴル人にとって火葬の場合、火によって清める観念も潜まれている O 例えば
伝染病で死亡した場合はそうであるが、非業の死ならびに妊婦、死後の世話をしてくれる子孫
大晦日のトゥレシ供養1:準備段階にも女性
の姿は見られない
(2009年1月25日筆者撮影)
大晦自のトゥレシ供養2 供物を燃やすにも
女性は参与しない
(2009年1月25El筆者撮影)
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を残さなかった人はその霊魂も体とともに火葬によって絶滅されてしまうために、 トゥレシ供
養も何も必要がなくなるO
3)祖先の葬地に関する女性禁忌
前述したように、女性は葬列に参加しない。さらに、年中行事としてトゥレシ供養を葬地で
行うのは清明節のみであり、そのときも女性は依然参加することはない。したがって、言い換
えれば、ふつう、女性は一生、祖先の葬地に行かないという結果になっている O 偶然、女性は
祖先の葬地の近くを通りかかるときも、何もとくに脆拝などのよつなことはせず、ただなるべ
く近づかないように注意を払い、急いでそこを離れる 16
この禁忌はチンギス・ハン祭殿の祭記においても確認できる O すなわち、チンギス・ハン祭殿
の祭詑に女性は禁じられる規定があると伝えられている。四季祭の一つである 3月21Bの「白い
群れ祭jでは、女性はチンギス・ハンおよび后妃を祭る祭殿シラ・チョムチョグ18に進入できな
いゆえ、遠方から脆き祈って、敬意を表す19 昔、オルドス各旗の王侯の夫人はチンギス・ハン
祭殿の姿が見られるようになると顔を絹などで隠す慣わしがあった。その理由については、彼
女たちは黄金家族の後背として、チンギス・ハンとは会うことがなかったため、チンギス・ハン
の霊に会うとき顔を覆わねばならない;また、チンギス・ハンは祖先であり、黄金家族の後蕎の
夫人たちは素顔で祖霊を拝見してはならず、必ず顔を覆う、などといわれている20
fモンゴル秘史j第70節の記載によれば、祖先を祭る際には、葬地から一定の離れた場所で祭
るという制限がありながらも、その子孫の夫人達一一モンゴル部族王国のアムパガイ・ハンの
后妃等一一ーは参加した。上述のチンギス・ハン祭殿の「白い群れ祭jにおいても、女性の参拝は
完全に禁止されるのではなく、遠方からという条件を関して許される O いずれも貴族階級と関
連し、社会地位そして政治的な実用に応じてタブーがある程度緩やかになっていることがわか
るO
2. シャーマンに関わる領域に見られる女性禁忌
モンゴルではシャーマンに関わる領域において女性、とりわけ既婚女性の守るタブーが現在
もなお多く伝わっている O それらを考察することは、祖先崇拝における女性禁忌の理由を探る
には参考になる O
1 )シャーマンの守護霊のオンゴドに関わる女性禁忌
ここでは、シャーマンの主要なオンゴド21の一つであるジャヤガチ22の創作について見てみよ
うO ジャヤガチの偶像を主として動物の皮あるいは布で作る D それを作るに当たって、清潔と
される未婚女性または尼がその偶像を縫うが、不清潔といわれる既婚女性は排除されるお。シャ
ーマンが呪文を唱え、この縫い合わせた像に呪カをかけてから、それが正式に守護霊になる O
シャーマンがジャヤガチに祈祷する呪文のなかでもそれを創った経過が述べられている O
Aru degereki oyudal↓Cini 
後ろの 縫い自を←あなたの
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Angya bugere七eroyu yulu ysan yum 
かわいい女の子に縫わせた O
Engger degereki oyudal-i-Cini 
あなたの前の身ごろの縫い目を
Ukin guniyang oyu ylu ysanγum 
若い女性が縫ったのである O
eamean-u-Cini si ylal-i 
長いひとえの縫い目を
とibayanea eke-ber oyu yulu ysan-yum 
尼に縫ってもらったのである泌
未婚女性ならびに尼は既婚女性より優遇されていることがうかがわれる O
2 )シャーマンの衣裳
シャーマンの衣裳はシャーマンの神話やそのテクニックと関連するものであり、聖なるもの
である O それを身につけることによって、シャーマンは俗界を超越して精霊界との交わりに入
る態勢が整うのであるお。
モンゴ〉ル人にもシャーマン衣裳が神聖視される O シャーマンになろうと希う人は師匠シャー
マンに付き、長期にわたる訓練を終えて、シャーマンになれるか否かの試験を受け、 r関門を乗
り越えるJ(daba ya dabaqu)儀式がおこなわれる O この儀式でブしつの難関を勝ち抜ければ、神々
との交流が取れるとされる O 試験で成功した人は正式なシャーマンになる O この新入りシャー
マンにとってまず衣裳が必要であり、それも依然として未婚女性に縫わせるお。もっとも、新入
りシャーマンの衣裳をつくるのに百戸からー塊ずつの布切れを集めて、それを縫い合わせる O
かくして集めた布切れそのものは呪術的な性質を備えていると言われる27 シャーマンの衣裳を
作るのに使用する布切れそのもの、そして作業自体はある種の呪術的な性質と能力を帯びてい
るため、既婚女性は遠ざけられることと考えられる O
参考まで挙げれば、ツングースの人々もシャーマン衣裳に対して、「精霊が宿る他のいかなる
ものとも同様に、一種の恐れと不安の念を持っているJへそして、シロコゴロフの記述によっ
てわかるように、東ツングースにおいてもモンゴル向様の習俗が見受けられる O シャーマンの
衣裳は「年取った寡婦あるいは若い娘(いわゆる純潔な女)がそれを縫うことになっているJ29 
女性のなかに、とりわけ出産の可能性がある既婚女性に対してはタブーが一層厳しい。
なお、新入りシャーマンではないが、ブリヤートでは死んだシャーマンに着せる「聖服を縫
ふことの出来る者は男だけであって、女はそれに手を触れることを許さないJへこの場合も肉
様に、死んだシャーマンに着せる服がすでに神秘性ならびに呪術的な性能を備えていると見な
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されているにちがいない。
ブ1)ヤート族について、さらにつぎの報告がある O 死んだシャーマンの霊を祭るに際しては、
「少数の選ばれた者にしか許されぬ至聖所jがあり、女と子供がこの場所へ出入りすることは禁
じられている。死んだシャーマンへのいけにえの肉を煮る作業にも「女が行うことは許されな
かったJ31 このように、シャーマンに直接のみならず、間接的に関連する領域も依然として女
性が禁じられる対象となっている O
3 )シャーマンの道具
道具のなかに、とりわけ太鼓はシャーマンの祭儀で第一に重要な役割を担っており、そのシ
ンボリズムは複雑であり、呪術的な機能は多種多様であるとされる320 太鼓および他の道具には
精霊が宿り、これらがシャーマンにとって不可欠なものであることはいうまでもない。
シャーマンは、太鼓その他の道具を女性に触れられないようにしめておく O 筆者が2001年7月
にホルチンの有名なオランバヤル・シャーマンおを訪ねる機会を得た。そこにも、太鼓、衣裳そ
の他の道具は人の手が容易に届かない高い場所にしめておいである O オンゴドは米を入れた銅
椀に載せて、家屋の入口の上方に固定した板の上に置いてある O
なお、シャーマンの道具に関する女性禁忌について次の報告が参考になる O ミハイロフスキ
ーの報告によれば、サモエドのシャーマンが太鼓を作る際にも、 f女は、穣れある者として断じ
て是に近附くことを許るさないのであるん同じくシベリアのラプランド人のシャーマンは太鼓
を動物の毛皮で包んで、「女は誰れも手太鼓に触れる者はないJ34。アルタイ地方では、シャー
マンは道具を装束と共に皮袋に入れて小屋の奥にしまっておくが、女に触れられないように気
をつける O さらに、移動するに際して、この袋を馬の鞍につけ、その馬は女に引かせないよう
にするお。
一般に、女性のほうから見れば、たいてい自身が汚れていると考えるため、シャーマンの道
具などに近づかないように自ら注意を払う O かくしてシャーマンは道具を女性に触れられない
ように用心する一方、女性慨からもかかわらないように気をつける O
3. 霊が宿るその他の物事に関する女性禁忌
モンゴル人はある特定の土地や領域に支配者たる霊の存在を信じ、またそれらを恐れる O そ
れゆえ、このような土地や領域に女性はもとより男性も勝手に近づいてはいけない。鳥居龍蔵
は旅行の途中、塩が取れる湖に霊が宿ると信じられ、そこに入れる人がだ、れ一人としていない36、
という見聞を記している O また、霊が宿ると見なされるUJに登ることが禁じられ、神聖視され
る木一一シャンシ・モド (sangsimodu :単独の茂った塊)を冒してはいけない、という類の禁
忌が各地に移しく伝わっている O
ここでは、オボ 37祭をやや詳しく見てみる O オボーにはいろいろの種類がありへいずれに
も祭杷では一定の規定が守られているが、なかに女性の参加が禁じられる情報が多く見られる39
赤松智城・秋葉経は女性が平時もオボーに近づかず、祭りにも参加しないと報告している40 現
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在の一例をひくと、バーリン地方では 5月9日にサイハン・ハン山 (saiqanqan a yula )を祭る
盛大なオボー祭が開催されるが、祭詑場になるサイハン・ハン山の頂上では女性を遠ざける41
なお、オボー祭に際して家畜を聖別する習慣は各地に広まっている O これは馬、牛、賂院な
どの生畜を献じ、これらの家畜に五色の布切れをつけて放つことによって聖別する習俗である O
各種の神霊に捧げるこれらの聖なる家畜は使役せず、屠殺もしない。最近、このような家畜、
たとえば馬はときに乗用に供することがあるが、ただ女性は乗ることはもとより、触れること
さえ厳しく禁じられる42 この習俗によって女性禁忌の厳格さがわかるのであろう O
以上、各領域における女性禁忌の表現を概観した O いずれの領域にも各々の霊(死霊・精
霊・神霊)が存在するという点では共通している O そして、いままでの研究で指摘された如く、
民間に広まっている観念によれば、これらの霊が汚される恐れがあるため、女性の接近は禁じ
られる O なかでも、未婚の若い女性と年取った女性よりは出産の可能性がある既婚女性が一層
綴れているとされ、後者に対する禁止もより厳しい。
二.女性禁忌の理由に関する先行研究
アルタイ系諸民族における女性に関する禁忌は広い範屈で確認できるものであり、多くの学
者に取り上げられてきた。つぎは、そのなかの主要な意見を列挙し、それらをふまえて、開き
取り調査および地方民俗資料に基づき、モンゴルの祖先崇拝における女性禁忌の理由を検討し
てみたい。
前にも触れたように、ヨーロッパの民族学者による狩猟における女性禁忌に関する研究がよ
く知られているが、近年、モンゴル入学者もこの問題に自を向けるようになった。そして、こ
れらの研究では、つぎの点が明らかにされている O すなわち、女性は劣っている、穣れている
という観念はもっとも広く行き渡っているにもかかわらず、それは後埼玉ら生じた考えである O
真の理由は主として女性保護および女性特有のにおいに求められる O これら主要な見解の詳細
はつぎのようである O
1 . ウノ・ハルヴァの見解
ウノ・ハルヴァは著書 fシャマニズム一一アルタイ系諸民族の世界像一一-Jにおいて狩猟儀
礼を論じる際、「女と野獣jという一節を設けて、狩猟・漁猟民族に共通する習慣、つまり狩
猟・漁猟その他の領域において、女性は種々のタブーを守らねばならないおきてを述べ、その
理由を検討した。
狩の成功のために、狩猟の期間中に、狩人は生活の各面にわたって、タブーをまもり、なか
に妻に近づくことを禁じる項目がある O 理由ははっきりしないが、女性は動物を遠ざける恐れ
があるゆえに、夫に近寄ってはならないとされる O そのために、男子は「ときには特別の天幕
を設けて別居することさえあるJ430 
しかしながら、狩が終わっても女性に対する禁忌は依然数多く存在する O たとえ狩の前なら
びに期間中、女性が動物を遠ざける恐れがあるため、狩猟の領域を回避する習慣は理解できる
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としても、狩猟が終わった後の禁忌は狩猟の成功の如何に関係しない。その真の理由は、「女そ
のものが危険に曝されているものと見なされているJからであるという 440 続いてウノ・ハルヴ
ァは危険と見なされるものは獲物になった動物の霊を指していると述べた O なぜ男子より女、
とりわけ妊婦が禁忌事項に関わっているかという向いには、最初から女は男に比べて汚されて
いるとか劣っているとかではなく、真正の理由は女の保護のためである。仕留められた動物に
対してもろもろの禁忌が幼い女あるいは年取った女性には関知しない事実によって、出産の可
能性のある女性を保護する自的が一層あきらかであると指摘している O
2. E.ロット=ファルクの研究
E.ロット=ファルクは fシベリアの狩猟儀礼jのなかに、狩猟に関するさまざまな規定、タ
ブーを詳細に取り上げた。そのなかで「女と狩猟j、fにおいjとのこ節にわたって狩猟におけ
る女性の遵守する禁忌ならびにその理由を考察した。
女性がさわったり、またいだりした狩猟道具は使えなくなる O さらに、男性が狩猟に着てい
く衣服にも触れてはならない。 E.ロット=ファルクは、狩猟に関して女性がこういったタブー
を守るように要求されるのは「女のにおいが男を通じて震に伝わり、それが獲物を遠ざけるだ
ろうからJ45という意見を示した。したがって、狩猟における女性禁忌の第一の目的は動物の嘆
覚をあざむくことであると判断しているへ
E.ロット=ファルクはさらに、女性は狩猟に不吉な影響をもたらすという考えの理由につい
て、男女はおのおの独自の領域、異なる活動範囲をもっており、棺互に侵犯しではならないか
らと主張している o I仕事は男女の問で、変えることのできない規則に従って分けられるんな
お、女の排除には女が劣った不浄な存在であるといっ観念は後から付け加えたものであると指
摘し、この点においてウノ・ハルヴァと何様の見解を示している O しかしながら、 E.口ットヰ
ファルクは上述したウノ・ハルヴァの女性を保護するためであるという見解を批判している47
3.ニマの見解
ウノ・ハルヴァおよびE.ロット=ファルクはいずれも主として狩猟における女性禁忌をとり
あげているが、モンゴルの祖先崇拝における女性禁忌に触れたのは内モンゴルの学者ニマであ
るO ニマはオボーの種類を考察するにあたって、モンゴルの祖先祭詑における女性禁忌の理由
を論じている D
ニマが示した考えでは、女性が排除される理由は元来氏族の秘密を漏らすことを予防するた
めであった。彼によると、昔、氏族の祖先を配るオボギン・オボ 48祭がおこなわれ、同一氏族
の全員が参加する。この祖先祭紀において氏族の重大事、たとえば氏族に不利な出来事の処罰、
さらに軍事、戦争のような重要なことを協議し、決定する O そのため、他氏族の者ならびに女
性の参加は禁止される O 異族より襲った女性に限らず、当該氏族の出身の女性も皆排除される O
なぜなら、女性は婚姻によって他氏族へ行き、また随時奪われる可能性があるからである490 す
なわち、女性は氏族の秘密を漏らす恐れがあるため、祖先祭最Eに参加できない。祖先を祭るオ
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ボー祭に女性が排除される規定は、徐々に一種の習俗として広く受け入れられ、定着した。
上述の諸見解にはそれぞれの根拠があり、合理性を有することはいうまでもない。なかでも、
ニマはモンゴルの祖先崇拝における女性禁忌の理由を論じている O しかしながら、祖先崇拝に
おける女性禁忌には、さらなる深層の要素が内包され、その理由はむしろ死霊恐怖に基づくも
のであると考えられる O ニマの論証は祖先を祭る祭詑の場合、説明できるとしても、死体の扱
いならびに葬送における女性禁忌には適さなくなるのであろう O なお、シャーマンに関わる領
域およびその他の神聖な場所にも女性が禁じられる習俗を合わせて考えれば、祖先崇拝におけ
る女性禁忌の理由の開題については、まだ検討する余地があると言える O
三.モンゴjレの祖先崇拝における女性禁忌の理由一一女性の保護
上述したように、女性が定まったタブーを守り、厳しい戒律に従う習慣はとりわけシベリア
の狩猟およびモンゴルの祖先崇拝などの領域に認められる O 上でまとめたように、女性禁忌の
理由に関しては、基本的に三種の見解が見られる O 狩猟においては、女性特有のにおいが動物
を遠ざける恐れがある;動物の死霊から女性を保護するためである;祖先祭犯においては氏族
の秘密を守るためである O
祖先祭記では、秘密を漏らすことを防ぐために、政治・軍事の協議に女性が排除されるとい
われているが、実際、女性が政治・軍事に参与していた情報は見られる orモンゴjレ秘史j第245
節につぎの記録がある O チンギス・ハンの帝国が成立して照もない頃、テブ・テングリは一時的
にチンギス・ハンを脅かす勢力を持つようになっていた。このテブ・テングリを処霊する判断
を下すにはチンギス・ハンの皇后が重要な役割を果たした。面白いことに、以前、この皇后は
異族に奪われたことがある O モンゴル社会における女性の地位について、ウラヂミルツオフは
つぎのように指摘している or家事jは全部婦人の手でなされ、単純な放浪生活に必要な若干
の品物は婦人が生産した。(中略)経済上相当の地位を占めてゐるので、古代蒙古の婦人は社会
生活では相当の役割を演じた。妻は遠征のとき指揮者に従った。(中略)チンギス・ハンのヤサ
の中にも「従軍したる婦女は、男子が戦より退きたるときは、これに代わりて軍務を行ふべきj
旨を定めて居るjへこれは単独モンゴルではなく、北・中央アジアの遊牧民族に広く見受けら
れる現象でもある510
このような重要な役割を果たす貴族階級の女性であるが、 f秘史J70節にも記されているよう
に、祖先の霊に関わる際、制限が附され、タブーを守っている O
したがって、モンゴルの祖先崇拝における女性禁忌の理由はまだ解明されていないと言えよ
うO ウノ・ハルヴァが指摘したように動物の死霊から自らを保護するために、女性は狩猟にお
ける諸々のタブーに従う O これと同様に、祖先崇拝の領域で祖霊を含む死霊への恐怖が女性禁
忌の真正の理由であると考えられる O もちろん、死霊に襲われる危険性は男性に対しても向様
に存在するが、出産の可能性を有し、人口繁殖の担い手である女性はより多くの保護を受ける
べきであろう O これはつぎの歌によってより理解しやすいである O 熊が住居に運び入れられる
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ときに歌う熊歌では、
「かわいそうな女たちよ 気をつけろ
女たちよ お腹に気をつけろ
おまえの胎児をかばうんだJ52 
と注意する O
以下、女性禁忌の理由は女性保護のためであるというウノ・ハルヴァの見解にしたがい、仕留
められた動物に対する禁忌、妊娠・出産の可能性のある女性にはより厳しいなどいくつかの側
面から考察をおこなう O さらに、筆者は祖霊に回避する理由は女性の防御手段であること、な
らびに女性の参加できる祭詑が存在するというこつの点を補うことによって、モンゴルの祖先
崇拝における女性禁忌の目的が女性の保護にあるという考えを示したい。
1. fW物の死霊からの回避
狩猟の領域における女性の守るタブーはとりわけ強力な動物に対して典型的に見受けられる O
ここでは主として、ウノ・ハルヴァに従い、狩が終了したあとも女性は一連の禁忌を守ること
に注目したい。狩猟に出る前にさまざまなタブーを守ることはなるほど女性特有のにおいのた
めであろうが、狩猟民のあいだに観察されるさまざまな作法によると、狩が終わったあとの禁
忌は動物自体ではなく、むしろ動物の死霊に対して警戒している O 森から野獣を運んで来ると、
入口を避け、天幕の覆いのすき間から住居の中に入れる O 入口は女が出入りするからである O
さらに、女が獲物に触れてはいけない日。これらは、明らかににおいの問題ではなく、女性が死
んだ獲物の霊の報復を避け、身を守るためである O
熊狩から帰ってきた夫を迎えるのに女が自分の顔を隠すという習慣の実例は数多く提示され
ている“が、それもまさに熊の死霊から女性自身の保護である O なぜ、なら、生きている熊をただ
見たということだけなら、顔を覆ったりする例は見られないし、そうする必要もないからであ
るO 結局、熊そのものを恐れるのではなく、熊の死霊を恐れていることである、とウノ・ハル
ヴァは指摘している。
モンゴルにおいても仕留められた動物に対する多くのタブーが守られる O なかでも、狐がと
くに呪術的な能力を持つ動物と見なされ、それに関するタブーが少なからず伝わっている O た
とえば、仕留められた狐を運んでくるとき、狐に屋根を見られないように気をつけ、なお、そ
の死体を丸ごとに棄てることは禁じられているO 遺棄するときは必ず解体しなければならない九
解体はその死霊の住みかを破壊することになり、死霊を動物の死体から離すことになるからで
あろう O
E.ロット=ブアルクは狩猟が終了後の狩人の浄化を多々提示しているO なかでは、モンゴル
人の死をめぐる清め方を想起させる場面が少なからず存在する O 浄めは、出発のときと同じよ
うに、火(サモエドは火の上を跳び越える)とか、水とか、雪(たとえば、ヴォグールの場合)
とかの助けを借りておこなわれる o rこれは、熊の魂が自分たちにまつわりつくのを妨げるため、
つまり、動物との接触から身を浄めるため、もっと正確にいえば、その接触の痕をぬぐいさる
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ためである O オロチは、外で狩猟用具いっさいをおろすとそれを空気にさらし、着替えをして
特別の手桶で手を洗うjヘ
モンゴル人にとっては、災害をもたらす危険な死霊は動物のみではなく、人間の死霊も恐怖
の対象である O 上述の地方民俗資料からわかるが、葬送から帰宅前の浄化は火、水を以って行
われ、死者の運搬用具も住居から離れた場所に放置され、できれば数ヶ月から一年間、短い場
合は 7臼間使用せず、空気、風によって清めるO
2.妊娠、出産の可能性のある女性にはタブーが一層厳しい
女性全体にとって禁じられる項自のほかに、妊婦ならびに出産の可能性のある既婚女性が殊
に厳守するタブーがある O ウノ・ハルヴァが論じたように、未婚女性ならびに老女には適さな
いが、出産の可能性のある既婚女性が守らねばならないタブーはしばしば認められる O シベリ
アの狩猟民族ヴオグールでは狩から婦還する男たちを出迎えに行き、仕留められた熊をもてな
す仕事には老女は参与できると伝えている570禁忌は老女には緩やかになっていることがわかる O
なお、東部内モンゴルのホルチンでは死者に履かせる靴を、既婚の女性が禁じられることと対
照的に未婚の女性が縫うという興味深い習慣が報告されているお。
シャマニズムの領域においても、間J様の現象が認められる O 北シベリアのヤクートにおける
シャーマンの入翠儀礼では「新入りシャーマンの右には九人の品行方正な青年、左には純粋な
九人のおとめを立たせるJ59 すでに述べたように、新シャーマンの衣裳を未婚女性ならびに尼
が縫う O ここにも依然、既婚女性は排除されている O
動物の霊が宿ると見なされる部位を女性が食用しではならない習慣は今までの研究に指摘さ
れてきた o E .ロットヱブアルクは「解体した動物の、いわゆる高貴な部分(頭、心臓、肝臓)
は、原則として、もっぱら男に割り当てられる o (中i絡)女には、こういう部分を口にすること
が、まったく許されていない。jと述べ、引き続き食物の制限には、年齢階層の問題もあるへ
と指摘している O 実際、これらの部位は「高貴な部分jとしてではなく、動物の霊が宿る危険
な部位であるゆえに、女性の食用を禁じると考えられる O
現在はある程度の緩和も見られるが、危険な部位に対する禁忌は依然守られている O モンゴ
ル人の間に、動物の頭を食用する際、頭蓋の髄を女性が自ら割り取ることは禁じられている 610
頭蓋の髄に最初に触れた人には危険性がより高いと考えられているのであろう O
妊婦には食物のタブーが一層厳しい。ウノ・ハルヴァによれば、ソヨートの観念では、妊婦
は熊の肉を食べてはならない。この問題に関してE.ロット=ブアルクは明確に指摘している O
f女に関する食物のタブーは、年齢と社会的な立場により、大きく異なる O 少女や老女、すなわ
ち、厳密に言ってまだ女ではない者やもはや女ではない者は、婚約した娘や若妻や妊婦よりも
相対的に優遇されるJ62 
妊婦が危険な部位に関する禁忌を破り、これらを食すれば堕胎するか崎形の子供が生まれる、
とモンゴル人は信じている O この習わしにも、やはりこつした部分に霊が宿っており、胎児に
不利な影響を与えると考えられている O なお、出産直後の女性に対しでも、多くのタブーが見
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られる O 平素禁じられない領域でも、出産直後は控える。モンゴルでは、産婦が井戸および穫
の霊を汚す恐れがあるため、近づいてはならない。井戸と還にはそれぞれの霊が宿るとされ、
定期的に祭られていたへ
以上、女性がタブーを守り、さまざまな場合に斥けられる理由は女性を保護するため、とい
うかつての見解にしたがって死霊に対する恐怖の考察を行った。次の 2点はモンゴルの祖先崇
拝に見られる女性禁忌の理由を探り、筆者の考えを述べてみたい。
3.祖霊を避ける方法一一積極と消極
前述では祖霊に関わる女性禁忌、の表現を挙げたが、なかにチンギス・ハン祭殿の姿が見られ
るようになると、オルドスの王侯の夫人が顔を覆う習慣があると報じられている O その理由に
ついて前述したさまざまな言い方のなかでは、チンギス・ハンが祖先であるため、後喬の夫人は
素顔で祖霊を拝見してはいけない、という考えのほうが合理的であろう O すなわち、チンギス・
ハンは祖先であるために、祖霊と接するに際して何らかの防衛手段が備えられ、危険の程度を
減少している O 類似する情報を ri蒙古秘史J辞麗選釈jも提示している O つまり、昔、オルド
スの貴族の夫人がチンギス・ハン祭殿の前を通過するとき、事前に準備した幕で彼女たちの乗り
物を遮る O 通り過ぎてから幕を下ろすという作法がおこなわれていたへ
類似の防御手段は熊狩においても確認できる O すなわち、仕皆められた熊を担いで帰ってき
た男子たちを迎えるとき、女は自分の顔を隠す。いずれにも、死霊つまり熊または祖先の霊に
見られないようにという心理は読み取れる O 死者の霊および仕留められた熊の霊に対する恐怖
を感じ、それから逃れる行為の表現であるO
前節で述べたように、普通、モンゴjレ人は祖先の葬地に行かないのがふつうである O 遠いと
ころからにしても、祖霊と何らかの形で関わるといつことだけで危険にさらされるため、行か
ない方が安全である O
だが、祖霊との接触が回避できない可能性もある O 葬送および祖霊のトゥレシ供養に参加し
ないという習俗は女性自らの積極的な紡御方法であると捉えられるならば、不意に祖霊と出会
って避けられない場合は、顔を隠すような作法は一種の応急の措置であるにちがいない。
死霊が呪術的な能力を持つものであるために、死者から取られた人間の脂肪を、クジラ捕り
では、クジラへの毒として利用することがある“。死霊は生物の生命を奪う呪力を持っている O
モンゴル人にとっては自分の担霊であるからといって、その危険性が消失するわけではない。
4.女性の参加できる祭杷
女性が諸々の禁忌に従わねばならない理由は、死霊への恐怖による女性の保護にあるという
見解を裏付け得る一つの情報にもとづき、さらに検討を付け加えたい。
ほとんどの祭杷に女性が禁じられるのと対照的に、彼女たちが参加できる祭肥があると報告
されている O 中国黒龍江省に所属するドゥルベド (durbed、杜請す伯特)自治県にエメスン・オボ
ー (emes-unobo ya 婦人のオボーとの意味)と称する祭記があり、それはもっぱら既婚女性た
ちが集まり、女性シャーマンの指導下におこない、既婚女性のための祭杷である O
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当該祭犯で祭る対象は女性の姿をした偶像であり、供物は牝牛の乳房である O 祭舵のプロセス
はつぎのようである O 女性たちはオボーの周りを取り囲み、拝み祈祷してから仰向けになって
大笑いする O それから、オボーを由って歌い踊るへ
このエメスン・オボーの参加者が既婚女性に限ることは注目に値する O 牝牛の乳房を供物と
する習慣から見ても女性の人口繁殖に対する重要性を反映し、人口繁殖の保障を目的とする祭
犯である、とニマ氏がシャマニズムに見られる人口繁殖的な要素を考察する際に指摘してい
る670
エメスン・オボーを女性シャーマンが執り行うことから見れば、これはシャマニズムの儀式
の一つである O なお、シャマニズムの治病方法の一種であるアンダイωもその目的の一つが人口
繁殖にあることはもはや周知のようである69 モンゴルのシャマニズムの中に、人口を殖やす願
望を示す特徴が多く含まれていることがわかる O
このエメスン・オボーから見れば、女性が各種の聖なる霊を汚す恐れがあるため、彼女たち
は排除されるという民間に広まっている観念には、答えられない問題が一つ残っている。つま
り、女性が参加できる祭紀の同様な聖なる霊はなぜ汚されないかという問題である O 実際、各
種の霊(祖霊・シャーマンの精霊-聖なる場所の霊)が女性の参加できるか否かを決めるので
はなく、逆に女性が自ら選択することになる D 女性はすべての祭柁ではなく、彼女たちにとっ
て危険な霊に逢う可能性のある祭記には参加しない。一方では、きわめて少ないが、女性を保
護し、人口の繁殖に有利で、あるとされる祭犯には参加する O
なお、筆者の考えをもう一つ併せて補っておく O 従来の研究にすでに指摘されているように、
女性禁忌の理由に関しては女性が劣っている、穣れているからという観念が人々の間にもっと
も広まっている O だが、祖先崇拝の場合、たとえ男性の死者にとってこの観念は理解できると
しても、女性の死者に対しては通用しなくなる D というのは、女性同士には性別にもとづく優
劣の差別が存在しないからである O しかしながら、死者が女性であってもタブーは同様に守ら
れている O したがって、真の理由は死霊が汚される恐れがあるからではなく、女性が死霊から
遠ざかるためであり、関心は死霊ではなく女性側にある O 死霊は性別に関係なく、恐ろしい程
度が変わらず、同様に危険であるために、死者が女性である場合も、女性は依然としてタブー
を守らねばならない。
四.おわりに
筆者が開き取り調査をおこなったホルチン地方は外来文化の浸透を非常に多く受けた地域で
ある O 様々な理由によって、ホ jレチンでは例えば西部のオルドスにおけるチンギス・ハン祭殿
のような代表的な祭記は存在せず、また牧畜地域でよく見かけるオボーおよびオボー祭も多く
見当たらない。それにとどまらず、オボーがまったく見られなくなっている地域も決して少な
くはない。民族の習慣が反映される年中行事としては主に清明節、そして長い期間を経て!日暦12
月23日のかまど(火)祭り、その続きは大晦日の祖先祭杷および正月がある O これらの行事に異
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文化の要素が多く認められる。
そこで、清明節と大崎日の祖先祭詑の諾現象、担先崇拝に関わる各領域に見受けられる習俗
のなかからその本来の姿さらに本質的なものをどのよっに把握すべきか、といった問題を、女
性禁忌の考察を通して考えたいというのは筆者の主旨であった。
女性禁忌についての検討を通して、モンゴル人にとって、祖霊はいわば怖れる対象の一つで
あり、害をもたらしかねない存在であることがわかる O 人口繁殖に重要な役目を果たす女性は、
とりわけその害を避けるためにさまざまな方法を取らねばならない。女性は、祖先の葬地なら
びにその他祖霊とかかわる可能性がある場合には自ら進んで参与することはしない。祖霊との
接触により生じる危険にさらされないように注意を払う O それはまず自ら祖霊と接触しないよ
うな行為を取るという点で現れている O これは積極防御と言えよう O すなわち、祖先の葬地に
も行かなければ、いかなる場所からも祖霊にトゥレシ供養を供しないのは一般的である o I十人
の娘が居ても、オンゴンの祭詑は絶つJ70という諺はこの習俗を生き生きと描き出している O モ
ンゴルの祖先崇拝の領域において、女性が参与できることは、通常、祖霊と直接関わらない分
野一一一トゥレシ供養で使用する供物を用意すること一ーに限られる O
だが、万一祖霊との接触が偶然に生じる場合、もしくは接触が避けられない場合もある O そ
の時はさまざまな応、急の手段が取られる O 顔を隠したり、幕で遮ったりする習慣がそれであり、
遠方から配ったり参拝したりすることも危険度を減少する方法である O これは消極防御であろ
つO
f秘史j第70節によると、貴族の場合、祖霊を杷る際、その子孫の夫人が一定の距離から供物
を供えていた。禁忌が貴族の社会的な地位の特殊性によって、彼等に一定程度の緩やかさがあ
ることは他の分野にも見られる71 祖先の葬地からある程度離れたところで配ること、そして、
チンギス・ハン祭殿の近くを通りかかるときの遮ることも、祖霊から逃れる行為として理解で
きる O
遊牧的な生活様式は、じつに家畜を飼い穀物を栽培する農耕民文化から分かれでたものであ
ったといわれている O それが草原地帯に進出して、自然環境によりよく適合している牧畜をお
もな生業とするようになったが、その際、前から住んでいた草原の狩猟民文化の要素も多量に
取り入れた。むしろ草原の狩猟民が遊牧民に変わっていった場合も多かったであろう 72と大林太
良が指摘しているょっに、狩猟民文化の要素が遊牧民に多く認められることは従来論じられて
きた。死霊に対する恐怖はその要素の一つである O 狩猟民の仕留められた動物の霊に対する恐
怖に関して、 E.ロット=ファルクは次のように指摘している O 動物と人関は存在者対存在者と
の関係であるため、殺害された側一一一動物の霊をなだめ、和解に達し、動物が再生するように
しなければならない73 死んだ動物の霊がもたらす危険を防ぐため、動物の死霊に女性が遠ざか
るO
女性保護の自的によって、女性が祖霊に関わる領域から排除される習俗が、今日まで保持さ
れ守られていることは実に興味深い。そもそも遊牧の移動性によって、モンゴル人には死者に
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対する執著がみられない。遊牧の生産形態によって死者との鮮をながく保つことは難しい。そ
のため、彼らのあいだには祖霊を含む死霊に対する恐怖の観念が深く根付いていたO これこそ
がモンゴルの祖先崇拝の臨有特徴であると考えられる O モンゴル人の祖霊に対‘するこのような
態度・感情は人々の意識に深く根をおろし、それがすでに定住化した地域の人々にとっても信
仰のなかに定着した要素として受け継がれてきた。漢族の習慣を多く受け入れたホjレチン地域
においても固有信仰の要素がなお根強く残り続いている O
もちろん、チベット仏教の影響も加わり、現在、祖霊に対する見方、感情には変化も見られ
るが、もっともその中には情愛的な要素がまったくないとは言えない。「葬送には仏が付く jと
いう言い方さえ広まっている D それにもかかわらず、結局、祖霊は依然、として怖れられる範l轄
に入る O 生前いかに密接な関係を持っていたとしても、死霊の害を避けるために、女性は排除
されるO
本稿において、筆者はこれまでの研究をふまえたうえ、女性禁忌、の表出を考察し、次の点に
よってモンゴル祖先崇拝における女性禁忌の理由を女性の保護にあると考えた。つまり、祖重量
に関わらないように注意を払うといった積極的な方法を取ると同時に、接触が避けられない場
合は、顔を隠したり、なるべく毘離を置いたりするなどの消極的な防御手段を採用する O さら
に、すべての祭柁を回避するのではなく、女性のため、彼女たちに危険ではなく、有利な祭犯
には参加する O すなわち、女性禁忌は死霊のためではなく、女性自身に関心が寄せられている
と言えよう O
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